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平成１９年３月期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 
平成 18 年５月 10 日付当社「平成 18 年３月期決算短信」で公表いたしました平成 19 年３月期（平成
18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）の通期業績予想（連結・個別）を、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．連結通期業績予想の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前 回 予 想  （Ａ） 27,200 1,450 860 

今 回 予 想  （Ｂ） 30,200 1,450 860 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 3,000 ― ― 

増 減 率 11.0％ ― ― 

前 期（平成18年３月期）実 績 24,978 1,347 824 

 
２．個別通期業績予想の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前 回 予 想  （Ａ） 24,600 1,160 690 

今 回 予 想  （Ｂ） 27,700 1,160 690 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 3,100 ― ― 

増 減 率 12.6％ ― ― 

前 期（平成18年３月期）実 績 22,571 1,074 667 

 
３．修正理由 
通期業績予想につきまして、売上高は、デバイス事業である電子商品（半導体等）及び機構部
品の販売がともに好調に推移していることから、当初予想を上回る見通しであります。 
経常利益及び当期純利益につきましては、デバイス事業が計画以上に伸張したことと、システ
ム機器事業であるセキュリティ商品が新規開拓の遅れの影響により、デバイス事業の売上構成比
が高まり、売上総利益が当初予想より低下したことによる見通しであります。 
なお、個別業績の修正理由につきましても、同様であります。 

※この資料の予想は、本資料の発表日時点において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、多分に不確定要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値

と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 

 


